
【教科・学年・科目】数学科・2 年・数学Ⅱ 

【授業者】大堀健吾 

【授業形態】テキストベース 

【授業の紹介】 

 2 年生の担当クラスは自分の担任クラスであるので，数学Ⅱ＋B として，週 5 時間担当している．5

月 11 日以降は，週に 2 時間 Zoom による双方向授業，3 時間は動画の配信によって，授業を行ってい

る．本校では，生徒のインターネット環境の整備や双方向授業のための契約を進めながら，テキストベ

ース→動画配信→双方向授業と授業の形態を変化させていった．3 月 2 日から臨時休校となり，生徒が

1 年次に利用していた Google Classroom の使い方を情報の教員から学び，自分の練習を兼ねて，春休

みに生徒に「授業」を行った．「始業後」は，三角関数を扱った．4 月当初は、PDF データのみで行う

ことになっていたので，授業を Classroom による PDF データの配布で行った．紹介させていただくの

は，1 時間目の三角関数の導入の授業である． 

 三角関数の導入として，正弦曲線を図 1 として示し，これを x 軸の正の方向と負の方向にそれぞれ同 

じ距離移動させ，移動させた 2 つのグラフの y 座標の値の和を y 座標とするグラフをかかせる．移動距 

離を0 ，
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3
，3，… として，値が小さい方から順に，グラフを重ねパラ 

パラ漫画にする（グラフの写真を撮り，写真を順にスワイプする(指で滑らせる)）とグラフはどのよう 

に変化するかという課題に取り組ませた． 

 例年は，１班４人で活動させ，試行錯誤させながら課題に 

取り組ませているが，今回は１人ですべての作業を行うこと 

になるので，移動が 0 のときほグラフと
1

3
移動のときのグラ 

フ(右図)を授業プリントに入れた．通常，作業中に出すヒン 

トは，１つずつスライドを作成し，Classroom にあげておき， 

見たい人は，ヒント 1 から順に見るように指示をした．ヒン 

ト１「すべて原点を通ります」，ヒント 2「すべて，x 軸と 3 

より少し大きなところで交わります」また「すべて、 x 軸と 

－3 より少し小さなところで交わります」，ヒント 3「移動 

距離が近いグラフは，似たような形になります※移動距離が 0 と
1

3
のグラフは形が似ているという意味 

です」の 3 つをヒントとして示した． 

 グラフをすべて正しくかいてパラパラ漫画をつくると一往復しない「定常波」ができる．これを見て

生徒から出てくる疑問として，次のようなものが出てきた． 

① そもそも図 1 のグラフは何のグラフなのか． 

② グラフが x 軸と交わる 3 より少し大きいところ，－3 より少し小さいところの値はいくらなのか． 

③ 3 分の 4 と 3 分の 5 の間で，グラフは x 軸と一致することがあるのか． 

④ 一致するとすると，それは移動距離がいくらのときなのか． 

⑤ 3 より後のグラフはどのようになるのか． 

 弧度法，三角関数のグラフを学習することで，この時に出てきた疑問を解決していく形で授業を進め

ていった．加法定理の学習の後，この課題でかいたグラフの式を導く問題を出題し，その答え合わせで，

「定常波」を示した．2 頁目と 3 頁目が授業プリント，4 頁目がグラフをかく用紙である． 



移動した波をたしてみるとどうなるか 

課題 1 図 1 の波のグラフを x 軸の正の方向と負の方向にそれぞれ同じ距離移動させ，移動させた 2 つ 

のグラフの y 座標の値の和を y 座標とするグラフをかく．移動距離を0 ，
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3
，3，… として，値が小さい方から順に，グラフを重ねパラパラ漫画にする（グラフの写真を撮り， 

写真を順にスワイプする(指で滑らせる)）とグラフはどのように変化するだろうか． 

 

 
（図１）波のグラフ 
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 三関№1 

 図１の波のグラフを x 軸の正の方向に0 平 

行移動させたグラフと， x 軸の負の方向に0  

平行移動させたグラフはどちらも（図１）の 

グラフと同じなので，2 つのグラフの y 座標 

をたしたグラフは（図２）のようになる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         （図２）移動が 0 のときのグラフ 

 

 図１の波のグラフを x 軸の正の方向に
1

3
 

平行移動させたグラフ（破線）と， x 軸の負 

の方向に
1

3
平行移動させたグラフ（点線）を 

それぞれかき，2 つのグラフの y 座標をたし 

たグラフ（実線）をかくと（図３）のように 

なる． 

 

 

 

 

 

 

 

                         （図３）1/3 移動のときのグラフ 
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移動距離（       ） 
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